
テーマ

連携企業

指導教員 鎌谷　かおる カマタニ　カオル

立石　綾 タテイシ　リョウ

信定　昌樹 ノブサダ　マサキ

長谷川　千尋 ハセガワ　チヒロ 発表者

三浦　加帆 ミウラ　カホ 発表者

森川　夏光 モリカワ　ナツミ

三島　純菜 ミシマ　ジュンナ

大徳　萌々子 ダイトク　モモコ

メンバー

「移動する」食の未来－過去の知見を活かした時代に寄

り添う移動販売の提案

㈱リンガーハット



日本フードサービス協会研究助成 研究成果報告書 

 

１．研究の概要 

 本研究は、移動販売（振売・屋台・キッチンカー）に焦点をあて、その歴史的変遷を食

の流行や社会状況を踏まえつつ分析することで、日本における食の移動販売形態の未来

を模索しようとするものである。 

 本研究の着想の背景は、本研究グループでのこれまでの活動において、江戸時代と現代

の屋台についての比較分析をおこなった際に、移動販売の有り様が食の流行のみならず、

当該期の社会が抱える課題やニーズを反映しているということを理解できたことにあ

る。 

２．研究の目的 

 本研究では、①移動販売の江戸時代から現在まで約 400 年間の歴史的変遷を丁寧に整

理し、②食の販売形態の変化が、社会のニーズや課題とどのように結びついてきたのかを

段階的に把握し、③未来の社会が求める食の販売形態を提案することを目的としている。 

３．研究の方法 

 本研究の方法は、①従来から進めている江戸時代から現在までの移動販売に関する歴

史資料の調査分析、②移動販売に関わる企業様（株式会社リンガーハット様）と連携し、

現在の移動販売に関する調査、の２つの調査をおこない、目的を達成するための分析を試

みる。 

４．研究成果 

（本研究の成果） 

 本研究では、「移動販売」に着目し、長い歴史のそれぞれの時代において、どのような

移動販売が存在し、いかなる社会背景や時代のニーズに応えてきたのかを研究した。また

それと同時に、株式会社リンガーハット様との連携を通じて、近年における移動販売の特

質や課題、社会における役割について検討した。その結果、未来において社会に必要とさ

れる移動販売のあり方について、展望することが可能となり、未来に寄り添う「移動販

売」のあり方を提案することができた。 

（本研究から得たこと） 

本研究によって、参加学生は以下の３点の力を身につけることができた。 

① 現代社会の課題を歴史的な観点を踏まえて考える力 

本研究では、コロナ禍によって、特に注目されるようになった、フードデリバリー市

場の成長を踏まえて、「食を運ぶ」ことが社会においてどのような役割を果たすのか

について検討した。これらの研究を通じて、現代社会の課題や問題を歴史的な観点を

踏まえて考える力を培った。 

② １つの研究対象をインテンシブに分析することの意味／意義を理解する力 

本研究では、「移動販売」に着目し、社会における存在意義を徹底して長期的なスパ



ンで研究をした。これらの学びを通じて、１つの研究対象に拘って徹底的に検討する

意義を考えることができた。 

③ 食に関する実践的な学びを通じて、見えてきた課題に取り組む力 

株式会社リンガーハット様との連携により、移動販売の体験をすることができた。実

践的な学びの機会は、大学内では得られない機会であり貴重な体験を通じて、課題を

発見することにつながった。 

（研究成果発信） 

本研究の成果について、以下の発表をおこなった。 

① 学内向け成果発表 

「『移動する』食の未来―過去の知見を活かした時代に寄り添う移動販売の提案」成果発

表展示 

 日時：2022 年２月 1 日（火）〜3 日（木）9 時〜17 時 

 場所：立命館大学 B K C キャンパス アクロスウィング６F ライブラリーギャラリー 

② 学会発表（スライドショーセッション） 

「『食を運ぶ』を考える−時代に寄り添う移動販売の形態と変遷−」 

 立石綾、信定昌樹、長谷川千尋、三浦加帆、三島純菜、森川夏光、大徳萌々子、 

田上祐也、鎌谷かおる 

 日時：2 月 13 日（日） 

 場所：和食文化学会第４回研究大会（zoom 開催） 

５．資金使途 

移動販売に関する調査旅費 

 滋賀県草津市→長崎県長崎市・諫早市（学生８名／教員１名） 

 


























